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９
月
１
８
日
（
日
）、
京
王
線
新
宿
駅
６
時
９

分
発
の
急
行
高
尾
山
口
行
き
に
乗
車
。
高
尾
で

Ｊ
Ｒ
中
央
線
甲
府
行
き
に
乗
り
換
え
、
７
時
６

分
発
。
大
月
で
７
時
５
５
分
発
の
富
士
急
行
線

に
乗
り
換
え
禾
生
駅
８
時
４
分
着
。 

 

雨
は
そ
れ
な
り
に
落
ち
て
い
る
の
で
、
車
内

で
雨
対
応
の
完
全
装
備
を
す
る
。
駅
の
ホ
ー
ム

の
屋
根
の
下
で
入
念
に
装
備
の
の
チ
ェ
ッ
ク
。 

 

８
時
２
０
分
、
出
発
。
駅
で
一
瞬
方
角
を
勘

違
い
し
て
踏
切
を
渡
っ
て
反
対
方
向
だ
と
思

い
込
ん
で
い
た
。
大
月
か
ら
の
電
車
の
方
角
で

感
覚
が
狂
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
ヤ
マ
ッ
プ
で
確

認
し
て
間
違
い
に
気
づ
き
脳
内
感
覚
を
取
り

戻
す
。 

 

踏
切
と
反
対
側
の
信
号
の
あ
る
交
差
点
を

左
折
す
る
。
し
っ
か
り
雨
が
降
っ
て
い
て
、
車

の
水
跳
ね
に
気
を
つ
け
な
が
ら
進
む
。
少
し
行

く
と
正
面
に
は
リ
ニ
ア
実
験
線
の
ガ
ー
ド
が

見
え
る
。 

８
時
半
、
九
鬼
山
の
案
内
標
識
に
従
っ
て
右

に
鋭
角
に
曲
が
る
。
レ
ト
ロ
な
感
じ
の
レ
ン
ガ

色
の
水
道
橋
が
右
正
面
に
見
え
る
。
水
道
橋
を

く
ぐ
っ
た
ら
左
方
向
に
道
は
曲
が
る
。
民
家
の

前
の
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
が
美
し
い
。 

 

８
時
３
５
分
。
標
識
が
二
つ
に
分
岐
し
て
い

る
。
右
は
杉
山
新
道
コ
ー
ス
、
左
は
愛
宕
神
社

コ
ー
ス
だ
。
今
日
は
少
し
短
い
左
の
コ
ー
ス
を

行
く
。
そ
の
先
の
コ
ス
モ
ス
は
満
開
状
態
だ
が

強
い
雨
に
打
た
れ
て
う
な
だ
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
可
憐
な
美
し
さ
は
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
そ

れ
を
優
雅
に
眺
め
て
い
る
心
の
余
裕
は
あ
ま

り
な
い
。 

左
側
に
あ
る
標
識
を
見
過
ご
し
て
い
て
行

き
過
ぎ
て
し
ま
う
。
地
図
を
確
認
し
す
ぐ
に
戻

る
。
戻
っ
て
み
る
と
す
ぐ
に
標
識
が
あ
り
左
に

曲
が
っ
て
山
道
に
入
っ
て
ゆ
く
。 

 

８
時
３
８
分
、
愛
宕
神
社
の
真
っ
赤
な
鳥
居

が
左
側
に
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
本
格
的
な
山
道

に
な
る
。
雨
が
強
く
な
り
登
山
道
は
沢
状
態
で

水
を
避
け
な
が
ら
登
っ
て
行
く
が
、
最
近
登
山

靴
の
防
水
が
効
か
な
く
な
っ
て
い
て
左
足
か

ら
水
が
し
み
込
ん
で
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。 

 

雨
水
は
山
道
を
勢
い
よ
く
流
れ
て
下
っ
て

く
る
。
こ
の
状
態
は
ほ
ぼ
山
頂
ま
で
続
い
た
。 

 

９
時
２
４
分
、
田
野
倉
駅
か
ら
登
っ
て
く
る

ル
ー
ト
が
左
側
か
ら
合
流
す
る
。
あ
と
４
５
分

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
５
４
号 

２
０
２
２
年 

１
０
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

大
型
台
風
１
４
号
が
迫
る
中

、
単
独
山
行
で
九
鬼
山
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
く

、
と
て
も
面
白
い
山
々
だ
っ
た
！ 

を
を
コ
ー
ス
で
乗
り
切
る
！ 

、
し
駅
前
で
打
ち
上
げ
！ 

、
の
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
風
は
さ
わ
や
か
だ
っ
た

。 
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ほ
ど
で
山
頂
だ
。
こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
は
割
と

平
坦
な
尾
根
道
だ
。
あ
ち
こ
ち
で
ガ
マ
ガ
エ
ル

に
遭
遇
す
る
。
道
の
真
ん
中
に
大
き
な
の
が
い

る
と
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
す
る
。 

 

９
時
５
６
分
、
右
、「
天
狗
岩
、
展
望
良
し
」

の
看
板
辺
り
か
ら
傾
斜
が
き
つ
く
な
る
。
時
折

来
る
激
し
い
雨
の
中
じ
っ
く
り
と
登
っ
て
行

く
。
カ
ッ
パ
の
帽
子
に
あ
た
る
雨
は
頭
皮
の
マ

ッ
サ
ー
ジ
効
果
が
あ
る
ほ
ど
の
雨
に
な
る
。 

 

１
０
時
１
５
分
、
尾
根
に
出
る
。
雨
は
少
し

小
や
み
に
な
る
が
ま
た
降
っ
て
く
る
。
尾
根
の

左
方
向
が
山
頂
だ
。 

 

１
０
時
２
０
分
、
九
鬼
山
山
頂
（
９
７
０
ｍ
）。

も
ち
ろ
ん
人
は
誰
も
い
な
い
。
雨
も
落
ち
て
い

る
の
で
写
真
だ
け
取
っ
て
先
に
進
む
。
下
っ
て

ゆ
く
と
蛇
行
し
た
沢
状
態
で
ま
る
で
大
蛇
の

よ
う
に
う
ね
う
ね
と
流
れ
て
い
る
。 

 

１
０
時
３
６
分
、
尾
根
を
外
れ
て
道
は
９
０

度
左
に
曲
が
る
。
看
板
と
進
入
禁
止
の
枝
な
ど

も
あ
る
の
で
間
違

え
る
こ
と
は
な
い

が
、
尾
根
は
そ
の

先
に
行
き
た
く
な

る
よ
う
に
続
い
て

い
る
。
緑
の
自
然

林
が
気
持
ち
い
い
。 

 

１
０
時
５
０
分
、

広
場
に
出
る
。
天

気
が
良
け
れ
ば
景

色
が
美
し
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
が
多

分
「
紺
屋
の
休
場
」
だ
ろ
う
。 

 

１
１
時
４
分
、
田
野
倉
と
猿
橋

方
面
の
分
岐
。
田
野
倉
に
降
り
れ

ば
５
０
分
ほ
ど
で
駅
に
着
く
、
エ

ス
ケ
ー
プ
ル
ー
ト
に
は
最
適
だ
。

こ
こ
か
ら
先
は
多
分
初
め
て
の

ル
ー
ト
だ
と
思
う
が
猿
橋
方
面

に
進
む
。
雨
に
気
を
取
ら
れ
た
の

か
「
札
金
峠
」
の
標
識
に
気
づ
か

な
か
っ
た
。 

 

１
２
時
５
分
、
道
は
９
０
度
右

に
曲
が
る
。
こ
こ
は
左
に
行
け
ば

田
野
倉
に
降
り
る
も
う
一
つ
の

ル
ー
ト
の
は
ず
だ
が
案
内
標
識

は
出
て
い
な
い
。 

 
１
２
時
１
４
分
、
馬
立
山
（
７

９
７
ｍ
）
到
着
。
急
に
明
る
く
な

っ
た
と
思
っ
た
ら
、
日
差
し
が
こ

ぼ
れ
て
き
た
。
カ
ッ
パ
の
上
着
を

初
め
て
脱
い
だ
ら
と
て
も
涼
し

い
。
小
休
止
。 

靴
の
中
が
水
で
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち

ゃ
な
の
で
靴
を
脱
い
で
靴
下
を

し
っ
か
り
絞
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
袋

を
は
い
て
か
ら
靴
を
履
い
た
ら

か
な
り
快
適
だ
。
再
出
発
。 

 

１
２
時
５
０
分
、
沢
井
沢
の
頭

（
７
４
０
ｍ
）
通
過
。 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

 

集合 １０月１６日（日） 
 

つくばエクスプレス秋葉原駅 

 ８：００発 快速つくば行き  

（前から３両目） 
 

つくば ８：４５着（バス乗換） 

つくばセンター ９：００発 

筑波山行き  つつじが丘 ９：５０着 
 

交通費 筑波山きっぷ 4,380円（秋葉原～） 

注意：筑波山あるキップではロープウエ

イとケーブルに乗れません。 

日帰り入浴は約１０００円です。 

１
０
月
１
６
日
（
日
）
筑
波
山
（
８
７
７
ｍ
）
へ
行
き
ま
す
。 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

歩
行
時
間
約
１
時
間
位 

 
 

上
り
は
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
、
下
り
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
利
用
で

楽
々
で
す
。
山
頂
付
近
を
散
策
し
ま
す
。
帰
り
は
筑
波
山
神

社
を
お
参
り
し
、
ホ
テ
ル
の
天
空
の
露
天
風
呂
で
絶
景
を
堪

能
し
ま
す
。

 

 

※
「
筑
波
山
き
っ
ぷ
」
を
買
う
と
お
得
で
す
。 

秋
葉
原
か
ら
往
復
４
３
８
０
円 

電
車
、
バ
ス
、
ロ
ー
プ
ウ

エ
イ
、
ケ
ー
ブ
ル
す
べ
て
乗
れ
ま
す
。（
８
５
０
円
お
得
） 

 

〇
持
ち
物 

昼
食
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
マ
ス
ク
（
予
備
マ

ス
ク
）、
傘
、
雨
具
、
着
替
え
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛

み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
他 

 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は 

１
０
月
１
４
日
（
金
）
。 

収支 

繰越            24605 円 

収入           0 円 

支出 

News/HP 作成費   500 円 

当日プリント代    200 円 
 

現在高            23905 円 
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１
２
時
５
６
分
、
右
、
猿
橋
、
御
前
山
方
面
、

左
、
菊
花
山
、
大
月
方
面
の
分
岐
。
猿
橋
方
面

が
３
０
分
短
い
の
だ
が
、
あ
え
て
長
い
大
月
方

面
に
挑
戦
す
る
。（
・
・
・
大
月
駅
に
は
お
店
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
も
理
由
だ
） 

 

１
３
時
１
０
分
、
か
な
り
下
っ
て
林
の
中
の

鞍
部
の
と
こ
ろ
で
小
雨
を
避
け
て
短
時
間
で

軽
い
昼
食
。 

 

さ
て
、
菊
花
山
に
向
か
う
。
疲
れ
た
体
で
よ

じ
登
っ
て
ゆ
く
。
い
っ
た
ん
下
っ
て
い
る
の
で

高
く
感
じ
る
。
雨
に
濡
れ
た
緑
の
楓
、
黄
葉
し

か
か
っ
た
木
の
葉
が
美
し
い
。
篠
竹
の
山
道
を

登
り
、
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
を
超
え
て
ゆ
く
。 

１
３
時
５
６
分
、
菊
花
山
（
６
４
３
．
６
ｍ
）

到
着
。
岩
が
こ
ん
も
り
し
た
狭
い
山
頂
だ
が
晴

れ
て
い
れ
ば
景
色
は
い
い
よ
う
だ
。
ガ
ス
の
上

に
百
蔵
山
ら
し
き
山
頂
が
う
っ
す
ら
見
え
た
。

大
月
市
街
、
富
士
急
線
方
面
の
街
並
み
も
眼
下

に
確
認
で
き
た
。
晴
れ
て
い
れ
ば
絶
景
だ
ろ
う
。 

の
ん
び
り
し
て
い
た
ら
ま
た
雨
が
ぽ
つ
ぽ
つ 

 

来
た
の
で
出
発
。
山
頂
の
萩
が
秋
を
感
じ
さ
せ

る
。 途

中
下
山
道
が
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
時
間

の
短
い
右
側
を
行
く
と
岩
場
に
鎖
や
ロ
ー
プ

の
付
い
た
急
な
コ
ー
ス
だ
っ
た
が
面
白
か
っ

た
。 

 

３
時
、
目
の
前
に
広
い
道
路
が
現
れ
る
。
甲

州
街
道
の
大
月
バ
イ
パ
ス
だ
。
１
０
分
ほ
ど
で

大
月
駅
に
到
着
。 
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